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平成２３年度文化庁予算の概要

～新たな｢文化芸術立国｣の実現～

１．総 表

前 年 度 平 成 2 3 年 度 対 前 年 度

区 分 予 算 額 備 考

（ 当 初 ） 予 算 額 増 △ 減 額 伸 率

百万円 百万円 百万円 ％

文 化 庁 １０２,０２４ １０３，１２７ １，１０３ １．１

文 化 庁
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２．主 要 事 項 （単位：百万円）

前 年 度 ２ ３ 年 度 比 較
事 項 予 算 額 備 考

（ 当 初 ） 予 算 額 増△減額

Ⅰ 豊かな文化芸術の創造 13,814 12,553 △ 1,261

と人材育成

１ 文化芸術創造活動への 7,010 6,119 △ 892 １.舞台芸術創造力向上・発信プラン 5,533( 1,600)

新たな支援

２.芸術祭・芸術選奨 344( 381)

３.国民文化祭 242( 242)

４.前年度限りの経費 0( 4,788)

(優れた芸術活動への重点的支援等)

２ 芸術家等の人材育成 6,804 6,434 △ 370 １.文化芸術による次世代人材育成プロジェ 5,740( 0)

クト 【元気な日本復活特別枠】

２.新進芸術家の海外研修等 438( 1,572)

３.若手映画作家等の育成 178( 180)

４.全国高等学校総合文化祭 77( 77)

５.前年度限りの経費 0( 4,975)

(子どものための優れた舞台芸術体験事業)

Ⅱ 我が国のかけがえのない

文化財の保存・活用・ 43,032 45,146 2,114

継承等

１ 文化財の保存修理・防 10,755 11,775 1,020

災施設等の充実 １.建造物の保存修理等 9,430( 8,365)

２.美術工芸品の保存修理等 1,119( 1,064)

３.伝統的建造物群の保存修理等 1,087( 1,187)

４.指定文化財管理等 140( 140)
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（単位：百万円）

前 年 度 ２ ３ 年 度 比 較
事 項 予 算 額 備 考

（ 当 初 ） 予 算 額 増△減額

２ 文化財の整備・活用・ 32,277 33,371 1,094 １.文化遺産を活かした観光振興・地域活性 7,068( 0)

継承等の推進 化事業 【元気な日本復活特別枠】

２.文化財の保護対策の検討等 139( 297)

３.鑑賞・体験機会等充実のための事業推進 396( 328)

４.国宝・重要文化財等の買上げ 2,187( 1,641)

５.文化財管理及び保存活用等 771( 841)

６.記念物等の保存整備・活用等 6,767(10,101)

７.無形文化財の伝承・公開 606( 421)

８.文化財保存技術の伝承等 375( 311)

９.史跡等の買上げ 13,626(14,509)

10.平城及び飛鳥・藤原宮跡等の保存整備 1,434( 541)

11.前年度限りの経費 0( 3,286)

(伝統文化こども教室事業等)

Ⅲ 我が国の優れた文化芸

術の発信・国際文化交 41,267 41,140 △ 127

流の推進

１ 優れた舞台芸術・メディア 4,329 4,770 441 １.メディア芸術の振興 1,467( 1,515)

芸術等の戦略的発信

２.クリエイティブ・ニッポン発信！ 512( 0)

プロジェクト【元気な日本復活特別枠】

３.文化芸術の海外発信力の強化 630( 643)

４.日本映画の振興 929( 910)

５.芸術による国際交流活動への支援 1,120( 1,124)

６.文化芸術創造都市の推進 35( 34)

７.文化政策情報システムの整備 77( 105)
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（単位：百万円）

前 年 度 ２ ３ 年 度 比 較
事 項 予 算 額 備 考

（ 当 初 ） 予 算 額 増△減額

２ 文化財の国際協力の 412 394 △ 18

推進

３ 外国人に対する日本語 271 248 △ 23 １.日本語教育に関する調査及び調査研究 11( 19)

教育の推進

２.日本語教育研究協議会等の開催 3( 4)

３.条約難民及び第三国定住難民等に対する 35( 32)

日本語教育

４.｢生活者としての外国人｣のための日本語 195( 215)

教育事業

５.省庁連携日本語教育基盤整備事業 4( 0)

４ 文化発信を支える基盤 36,255 35,728 △ 527 １.文化発信拠点の整備 35,425(35,928)

整備

２.文化関係資料のアーカイブの構築 40( 0)

に関する調査研究

３.著作権の保護 181( 239)

４.国語施策の充実 26( 24)

５.宗務行政の推進 56( 64)

※計数は、それぞれ単位未満を原則四捨五入しているため合致しないことがある。

◆ 美術品損害の国家補償 ◆

海外からの優れた美術品を主な対象とする各展覧会における美術品損害に対する国家補償制度の創設

（美術品損害の補償契約の締結限度額5,500億円）


